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 C O N T E N T S

Ⅰ編  薬剤服用時の注意事項 
Ⅱ編  歯科処方薬剤 
Ⅲ編  麻酔薬等
Ⅳ編  全身疾患と薬剤 
Ⅴ編  高齢者等への投与 
Ⅵ編  救急時の対応
Ⅶ編  漢方薬の考え方 

歯科医院に必置の一冊！　
歯科の薬の使用, 医科処方薬剤にかかわる
最新の情報を網羅した実用的なハンドブック　

五十嵐治義・今泉うの・関口善太・吉田和市・吉田和正　編著

●処方にあたっての注意事項，歯科処方薬剤，全身疾患と投薬，麻酔，漢方薬の処方まで，
投薬に際して必要なすべての臨床的エッセンスをまとめた歯科の薬の最新ガイドブック．
●とくに投薬にあたっての注意事項，全身疾患と薬剤等，ポイントを押さえた解説は最新
の情報・知見・エビデンスに基づき，簡明・的確・平易！ 
●救急時の対応も盛り込み，チェアサイドに備えておきたい一冊です．
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 Ⅰ編　薬剤服用時の注意事項 
●薬剤の服用時間と服用時の注意 
①服用時間の解説　
②服薬時の一般的注意事項　
③薬剤は何で飲む？

●飲食物、嗜好品と薬剤の関係は？ 
①喫煙の影響　
②アルコールの影響　
③牛乳の影響　

●副作用と相互作用 
①副作用について　
②相互作用　

 Ⅱ編　歯科処方薬剤 
●抗菌薬 
①抗菌薬とは
②抗菌薬の選択と使い方について　
③歯科適応のある抗菌薬

●解熱鎮痛消炎剤
①解熱鎮痛消炎剤とは
②解熱鎮痛消炎剤の分類　
③解熱鎮痛消炎剤の使い方
   （使用時の基本的注意事項）
④おもな解熱鎮痛消炎剤の特徴　

●その他の代表的な歯科処方薬剤  
①外用薬とは　
②口腔用軟膏剤　
③おもな洗口剤　
④その他の口腔用約　

●歯科で処方する保険適用の漢方薬 
①歯科適応の漢方薬の種類と適用

 Ⅲ編　麻酔薬等
●局所麻酔薬の選択方法
①留意せねばならない全身的作用
②局所麻酔薬に添加されている血管収縮薬　
③リドカイン塩酸塩製剤　
④アドレナリンの配合のない歯科用局所麻酔薬

●精神鎮静法や全身麻酔で用いられるおもな薬剤
①麻酔前投薬　
②全身麻酔や鎮静法で用いる薬剤

 Ⅳ編　全身疾患と薬剤 
●心疾患
①虚血性心疾患　
②不整脈　
③心臓弁膜症　
④心不全　

●高血圧症
①高血圧の治療薬
②歯科治療時の注意事項

●脳血管障害 
①脳血管障害の治療薬　
②脳血管障害既往患者の歯科治療時の注意事項

●糖尿病 
①糖尿病の治療薬　
②歯科治療時の注意事項

●気管支喘息
①気管支喘息の治療薬
②歯科治療時の注意事項

●腎不全、人工透析
①腎不全，人工透析に対して処方される薬剤
②歯科治療時の注意事項

●痛風と高尿酸血症
①尿酸と全身疾患　
②痛風，高尿酸血症の治療薬
③歯科治療時の注意事項

●甲状腺機能亢進症・甲状腺機能低下症 
①歯科治療時の注意事項

●精神疾患・神経疾患 
①抗精神病薬　
②抗うつ剤　
③抗不安剤　
④抗パーキンソン剤
⑤抗てんかん剤　
⑥不眠症治療薬

●胃炎・胃潰瘍・十二指腸潰瘍 
①胃腸疾患の治療薬　
②歯科治療時の注意事項

 Ⅴ編　高齢者等への投与 
●高齢者への薬剤投与の注意事項 
①高齢者に使用頻度の高い薬剤の有害作用
②高齢者へのNSAIDsの使い方
③歯科における高齢者へのNSAIDs以外の注
　意事項

●妊婦への投薬時の注意事項
①妊婦に対する歯科治療時の注意事項
②授乳期の薬剤投与の注意事項

●小児への薬剤投与の注意事項 
①小児の解熱鎮痛消炎剤投与に際して
②小児への抗菌薬投与に際して　

 Ⅵ編　救急時の対応
●歯科治療中の偶発症に対する処方 
①脳貧血：失神，神経性ショック　
②過換気症候群
③転換性障害，解離性障害　
④アレルギー反応　

●歯科医院に備えておきたい救急薬剤 
①おもな救急薬品

 Ⅶ編　漢方薬の考え方 
●歯科疾患と漢方薬
①齲歯・根尖性歯周炎・歯髄炎による歯痛および
　知覚過敏への処方
②歯肉炎・歯周膿瘍　
③口腔粘膜の疾患（再発性口瘡＝口内炎）
④唇の疾患（口角炎）　
⑤唾液腺の疾患（粘液膿胞・舌下腺膿胞）
⑥顎関節症　
⑦舌痛症　
⑧口臭　
⑨味覚減退
⑩唾液分泌過多　


